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2.1 日東電工

2.2 エリクサジェン・サイエンティフィック・ジャパン

（Elixirgen Scientific Japan）

2.3 アジレントテクノロジー（Agilent Technologies）

2.4 味の素バイオファーマサービス（ジーンデザイン）

2.5 日本触媒

2.6 住友化学
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（4）ロンザ（Lonza Group AG）

（5）メルクライフサイエンス（Merck Life Science）

（6）サムスンバイオロジクス（Samsung Biologics）

（7）レンチュラー・バイオファーマ（Rentschler Biopharma）

（8）ラボラトリ・ファーマシューティカル・ロビ

（Laboratorios Farmacéuticos Rovi）

（9）サーモフィッシャーサイエンティフィック（Thermo
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（10）ザルトリウス（Sartorius）
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（12）AGCバイオロジクス

（13）タカラバイオ

（14）ステミルナ・セラピューティクス（Stemirna

Therapeutics）
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